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コリアタウンでのフィールドワーク 

「猪飼
い か い

野
の

」の今昔 

太古から今も続く朝鮮と日本の交流の地を訪ねて 
 

 

6 月 30 日（日）、大東市と「人権啓発ネットワーク大東（愛称：ぬくもりネットだいとう）」の共催
きょうさい

で、「市

民・会員交流フィールドワーク」が行われました。今年は大阪市生野区
い く の く

の大阪コリアタウンなどを訪れる、

『猪飼
い か い

野
の

フィールドトリップ』として実施
じ っ し

され、主催
しゅさい

事務局
じ む き ょ く

を含
ふく

め約 30 人が参加しました。 

 「猪飼野」とは、古代、朝鮮半島の「百済
く だ ら

」からの渡来人
と ら い じ ん

がこの地に来て 猪
いのしし

（豚
ぶた

）を飼
か

ったことが由来
ゆ ら い

とさ

れる歴史のある地名で、1973 年に町名変更されるまで残っていました。猪飼野には平和と友好の時代、そ

して戦争と差別の時代など、現在のコリアタウンの土台となった歴史が詰
つ

まっています。 

 

鶴橋駅周辺からスタート 

大東市民会館で集合し、貸し切りバスで朝９時に出発。参加者

の自己紹介をしながら、約１時間後に鶴橋
つるはし

駅
えき

近くに到着
とうちゃく

。今回、

案内をしていただく「猪飼野セッパラム文庫
ぶ ん こ

」の藤井
ふ じ い

幸之助
こ う の す け

さん

と待ち合わせ、小雨
こ さ め

の中、フィールドワークがスタートしました。焼

肉店が並ぶ細い通りを進み鶴橋駅付近へ。まだ朝のため、焼肉

のかおりはしませんでしたが、このあたりは環境庁
かんきょうちょう

の「かおり

風景
ふうけい

100選
せん

」にも選ばれているそうです。「鶴橋
つるはし

国際
こくさい

マーケット」

では、迷路
め い ろ

のような細い通路の両側に魚介類
ぎょかいるい

、キムチなどの食料品や衣服など店が並び、独特
ど く と く

の雰囲気
ふ ん い き

が味わえます。 

 

商店街を出て、太平洋戦争の時代に米軍による空襲
くうしゅう

に備
そな

えて整備した通称
つうしょう

「疎開
そ か い

道路
ど う ろ

」を通って大阪

コリアタウンの入口近くにある御幸
み ゆ き

森
もり

神社へ。そこには「難波津
な に わ づ

の歌」の石碑
せ き ひ

がありました。日韓関係が冷

え込んでいた 2009 年に建てられたもので、「万葉
まんよう

かな」と漢字、朝鮮文字の３つで「咲
さ

くやこの花」の

和歌
わ か

が刻
きざ

まれています。江戸時代の朝鮮通信使の友好の時代を思い起こし、多文化共生の願いが込めら

れています。 
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大阪コリアタウン周辺で 

大阪コリアタウンの 500 メートルほどのメインストリートには

韓国・朝鮮料理の店やファストフード、食材、化粧品
けしょうひん

、雑貨
ざ っ か

など

の店が連
つら

なり、この日も昼食時間が近づくにつれてみるみる

人出
ひ と で

が増えてきました。現在、国内や海外から年間約 200 万

人が訪
おとず

れる観光地
か ん こ う ち

となっています。生野区の人口は大東市と

ほぼ同じの約 12 万人で、そのうち約３万人が韓国・朝鮮籍
せき

の

方々ですが、藤井さんによると、現在は 60 もの国籍
こくせき

の外国人

が暮
く

らす「アジアタウン」になっているとのことでした。 

メインストリートから少し横道に入って、二つの旧小学校を訪ねました。一つは旧大阪朝鮮第四初級学校

で、もう一つは元大阪市立御幸森
み ゆ き も り

小学校（現「いくのパーク」）です。財政難
ざいせいなん

や少子化により現在は共に地

域のイベントやまちづくりに活用されています。 

その後、大阪コリアタウン歴史資料館を訪ねました。歴史館

には朝鮮半島と日本のかかわりや在日コリアンが多く住むこ

の地域の歴史、人々の生活史をパネルや写真、映像
えいぞう

で学ぶこ

とができます。現在から過去にさかのぼるように展示されてい

るのは若い世代への配慮
はいりょ

で、過酷
か こ く

な歴史から入るとあまりに

も衝撃
しょうげき

を受けると考えてのことだそうです。 

 

 

 

「猪飼
い か い

野
の

セッパラム文庫
ぶ ん こ

」を訪問 

 さいごに、今回のフィールドトリップを案内いただいた藤井
ふ じ い

幸之助
こ う の す け

さんが代表をつとめる「猪飼野セッパラム文庫」を訪ねま

した。以前は天王寺区にありましたが、昨年 3 月に念願
ねんがん

の生野

区への移転が実現したそうです。「セッパラム」とは朝鮮語で

「東風
こ ち

」の意味があり、新しい風という意味をもたせています。猪

飼野の地域に根差
ね ざ

した「新しいみんなのまちの人権図書館」を

謳
うた

い、研究会や日本語教室なども行っています。 

 

 

13 時頃にフィールドワークを終えて、参加者全員でコリアタウンの食堂で韓国料理の昼食をとりながら

交流しました。帰りのバスの中でも感想を述べあい、それぞれにいろんな学びを持ち帰れたことと思います。 

 

 （レポーター：かわかず） 
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さざ浜です。このペンネームは、サザンオールスターズが大好きな私が、車でのおでかけのシチュエーショ

ンに合わせてセレクトした名曲たちを、自然なつながりや全体の構成を考えてカセットテープに録音したも

ののタイトルとして使用していたものです。もちろん、Ａ面からＢ面に切り替わる間の無音部分も、極力
きょくりょく

短く

なるように計算していました。録音の入力レベルのつまみの L と R を同時に絞り
し ぼ  

、手動でフェードアウトをす

るなど、手持ちの古い機材
き ざ い

で出来る限りのテクニックを駆使
く し

した力作でした。ラジオとカセットテープしか聴

けないボロボロの愛車と走りまわっていた頃が、ほのかに思い出されるようなそんなペンネームです。 

私は、幼少期
よ う し ょ う き

からお金はないのに、オーディオ機器やパソコンなどハイテクなものが大好きで、近鉄百貨

店や、マツヤ電気などでカタログをもらってきて買えもしないパソコンやミニコンポの性能を比較
ひ か く

検討
け ん と う

する

のが好きでした。いろいろなことに興味を持ち、集中して調べ、入手し、しばらくすると飽きてしまうので、過去

の趣味の残骸
ざんがい

がたくさんあります。まれに過去の趣味が再燃
さいねん

することもありますので、物を捨てられなくて困

ります。 

そんな私ですが、飽きずにずっと好きなものがあります。キャンプです。 

先日も岬 町
みさきちょう

にあるキャンプ場に行ってきました。学生時代に教育キャンプ場のボランティアを一緒にして

いた時からの友人たちと、現地集合でそれぞれにテントを張るグループ・ソロキャンプ（ソロキャンパーが複

数人集まって一つのグループでそれぞれがキャンプをすること）です。ここでは、林間
りんかん

サイト（電源のないシン

プルな区画サイト）を貸し切りにしていただいて、近くのお店で買った釜揚げ
か ま あ  

しらす等の海の幸と、釣った小

さい魚を使って料理をして焚き
た  

火を囲んで、楽しい時間を過ごしました。30 年くらいの間、バーベキューやフ

ァミリーキャンプ、ソロキャンプとさまざまなスタイルに合わせて、道具を買い替え、買い足し、一人では使い

切れないくらいの道具があります。 

購入前にたくさん調べて比較して、自分なりのこだわりを満足させるであろう道具しか買わないので、使

えば愛着
あいちゃく

がわき、手放せなくなってしまいますので、ほとんど出番のない道具も多くなってきました。しかし、

近年は大東市内でも防災の取り組みが増え、研修などで備蓄
び ち く

について伺うと、災害時のための水や食料

の保存や調理器具、テントや寝袋、あるもので寒さをしのぐ方法など、アウトドアで使用する道具や知識は、

災害時に流用
りゅうよう

できるものが多いことを実感しました。技術の進歩を言い訳に新しい道具がまた増えそうで

す。近頃は、アウトドアと防災をテーマにした市民向けの講座を開催したら面白いのではないかと考えてい

ます。 

（レポーター さざ浜） 

 

 

 

 

 

 

雑 感 日 々

大東市 危機管理室のページ 

大東四條畷消防組合「いざというとき」のページ 
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2024 年度地域集会 

  ～家庭からふりかえる人権～ 

話せてよかった 
D V D

ディーブイディー

上映、感想・意見交換会 

 今年度の自治区ごとに開催される「地域集会」のテーマは、日常の中の思い込みを取り上げてい

ます。 

ある共働き夫婦と夫婦を取りまく人間関係のなかで起こる「性的役割分担」や「偏見」など日

常の中の思い込み、そして親しいからこそ相手を、また自分自身を尊重する意識がおろそかにな

ってしまい生じる問題をオムニバス形式で描いた作品です。 

 人がそれぞれに持っている価値観の相違を認め、互いに相手を思いやることは、「人権」の基

本的な考え方です。 

 相互理解のためのコミュニケーションによって、それらの問題と向き合い、自身も相手も尊重

する人間関係の構築のために、親しい人たちと話し合うきっかけとなる内容です。 

 すでに何か所かの自治区で「地域集会」は開催されています。懇

談では、『とても勉強になりました。妻とは共働きで、子どもは４

人。協力はある程度できている。今、気になるのは「両親の介護」。

必要になった時にどうするかについて、妻と話すことが増えた。諸

先輩がたにいろいろ話を聞きながら考えていきたい。』というご感

想や『用事がなくても外へ出て、人との関りは必要。このように自

治会で集まる等は、とても良い事。』などの意見をいただきました。 

 「地域集会」は、今後もあちこちで開催されます。ご参加ご希望

の方は、広報誌やホームページなどで日時・場所をお確かめください。 

★  会員募集 
人権意識をたかめるための研修会などへの参加・参画。 

人権尊重の理念を広く市民に広げるための啓発・広報活動など。 

会費等はありません。   

★  ヒューマンライター募集 
大東市で人権推進につながる取り組みを行っている方々の 

取材をしていただける方（ヒューマンライター）を募集します。 
 

 

 

 

 

 

 

Facebook(フェイスブック) 
人権啓発ネットワーク大東の活動がみなさんに届くよう、Facebook 

ページを開設しました！ぜひ、フォローお願いします！ 
（Facebook で「人権啓発ネットワーク大東」を検索！⇒） 

【応募方法】様式は問いません。 

ご住所 お名前 電話番号を記載の上 郵送、FAX でお願いします。 

〒574-8555 大東市谷川１－１－１ 

大東市役所 （市民生活部 人権室内）   TEL：０７２－８７０－０４４１ 

人権啓発ネットワーク大東事務局      FAX：０７２－８７２－２２６８ 

 

大東市ホームページ（地域集会について） 

ぬくもりネットだいとう 

マスコットキャラクター 

はぴくる 


